
と爵

と

2] 

と

日が集まっている。そのよう

カウンセラーのよう

門的なヘルパーとは、

とである（石限、］999）。

なヘルパー以外にも、

し、 7 

高挙民主

ら書記i註され始めたスクールカウンセラー

スクールカウンセラ

なくなって

うもののこ

などの

するさまざまなヘルパーが存在するが（本IDJ・石器・出村、 2003; LL!仁I.

なヘルパーに注目する。

これま

を行ってきた。こ

成されている。

ように、相談活動を

とする）では、平成9

としており、

名古屋大学大学院教育発達科学制：究科博士諜程学生

名古屋大学大学院設官発達科学研究科助教授

し いる。目、上の

も有していることから、



ら

的なヘルパーであるということができょう

は1人ないし 2

日

ようになっている

3 

ら

いては、何

i喝し

ズ

も
一

か

て

ニ
れていることからもわかるように、何ら

もっ校内相談室につい

ントは、問題となっている調

カウンセラーに対し

てどのよう

ルカウンセリン を立てるうえでの

れている

生・高校生を対象にスクールカウンセラーへのニ

られる役割について考察している。このことは、スタールカウンセラ…のニーズ調査だけでなく、

いでもあてはまることであるむこのことから、

るうえで非常に重要なものである

と考えられるむしかしながら、ニーズ調査の重要性は指摘されながらも、具体的にどのようにニ

し玉。

2004）、

そこで、

のニー

につ

しているが

してこなかったむ

1 ) 

2）の結果を比較することで＼

ることを目的とする。

語的

た時期と

し、

る 5月から10月

につい ることを目的とする。

されているノートを

ら

る質問であるので、

なかったものを示している。

と し した。また、

と



し

百二、

んどが、

十!Ill炎

雑誌・ :tUi

七：j持：詰A求

その地

描隔の中でも

5月から10丹

1 件、

していないこと、

していることが；男らかになっ

し

った。また、 r=j=iで、

とのことが2件、 ったひこのことから、

し

表 1 200ヰ年5月から10月の額談内容・件数

る

ffiJ ＇~I：の友人とのこと

異性の友人とのこと

逸話のこと

な く語られていた。

とのこと治宝10

る生誌のはと

たりしかし、

10 

3 

112 

21 

7 

以上のことから、 している生徒に偏りがあること、

一一ズに対応していることが示唆された。

と

いう場を提洪しながら、

2] 

話的

一一ズに関するニーズ調査から、

ることをE的とする。

るA校の

したり

された。

女118入）、

なってから、相談室に行ってみたいと思っ

たことがありましたか？Jという向いに対し、「はい」.Iいいえ」の 2件法で回答を

たむ

いに対し、 fはいJ. Iいいえ」の2

たことがありますかjという問

求めたO

とのことJ とのこと」「きょ



うだいとのことJ
とj

「こころ

日にi悲して、

したくない（ 1 

7こむ

ちとの

ことJ

ことJ

したいと思うかどうかを、

したい（ 5点リまでの

のことJ

を し

5

成

‘
た
、
、
り

1
レ

阿

け！~I 、 7

目、 6

てはまらない（ 1 から「あては

( 5点）Jまでの 5 7こ己 ること してい制。

と

ふにと

モi

－サークルのことJfこころ

より

めに、 えン
~ 

とのことJt (551.7) = 2.56、pく.05;

= 2.13. pく.05; 1向性の友だちとのことJt (544）ニ4.27,pくβ01; 

2.27, pく.05;

3.06, pく.01；「自

pく.05）。また、

どうかを明ら

2.06, pく.05；「こころ

2.80, pく.01; 1将来の進路のことjt (553) = 2.35, 

一一ズについて、性差がみられるか

るために t よりも女性のほう

女加の平均値と

た

( t (501) = 1.98, pく .05）。

2に示した。

られた。 Fisher& Farina (1995）は、

と

に

高

る

と

・

｝
）
 
る

これら ら、ほとん 日にお

こと

もみられること

よりも

ら、

されたといえるだろう。

と

よる 白について t た。その

に高く（t(440.1) = 2.43, pく.05）、「性

(t (530）口1.71,pく.10）。また、

られるかどうかを明らかにするために t検

られなかった付（501)= 0.32. n.s）。それぞれの項呂、項目の

3に示した。

このことから、 と との開で、 られな



いこ し、；rffl=J別に昆ていくと、

よりも

－サークルのことj よりも

る

れつ

？こむ

シ）

より、

群： 59人）、

ないが、

(J立f、D1il: : 

その4詐とは、十！＇I誌に行きたくて、 、A

ない詳｛以下、 Brr；下：；~l人）、相談に有ってみたいわけで辻

、cj洋： 8A）、十日談に行ってみたいわけでもなく、

して、そ

A・ B ・ C1l手では、

ょうだいのこと

こと（1.9，点）、白

において、

と

と

く、 D

のJII買で

したO
、胸、w・

したいと思っていること

したいと思ってい

ると これらのことから、

のことから、

l土、

とされているむこ

したいと思

し瓦、 ながっていると考えられる。

るために、

心理！との中日開を

のIIIJ

と

r .17. p く .001; 

4に示した。

-.26, p く .001)

このことから、

が明らかになったむ進路面に関して

ー イ以内角川と忠われたひこのことは、

したいと思うことを示している可能性もあるが、

えない。また、健康保面・心理屈に関して

ること

るほ

日の

一一ズが高いこと

と

的ヘルパーである

このこヒから、

を求める傾向に

あると思われる tコ



表2 校内懇談窓への摺談ニーズの平均穫とSD（設部による t議定結果）

女性

平j令官ri (SD) 平均fl/[ (SD) r 1trf 

母親とのこと 1.49 (0.82) 1.69 (0.94) 2.56* 

父親とのこ 1.47 (0.78) 1.62 (0.90) 2.13傘

ょうだいのこと 1.46 (0.78) 1.58 (0.89) 1.58 

担父母の唱と (0.75) (0.82) 1.5お

lr1]1lの友だちとのこ 1.67 （札99) ＜ 2.07 (1.21) 

異ti:の友だちとの と 1.72 (1.01) 1.81 (1.06) 0.93 

勉強・成結のこと 1.98 (1.25) く 之23 (1.27) 

先生のこと 1.59 (0.89) 1.70 (0.95) 1.49 

部活・サークルのこ 1.69 (1.07) ＜ 1.89 (1.13) 之06*

身体の調子の と 1.57 (0‘86) 1.66 (0.96) 1.23 

〕ころの調子のこと 1.72 (1.05) く 2.02 (1.24) 3.06家忠

tiにi立jすること 1.64 (1.00) 1.60 (0.89) 0.42 

仁i分！？！身の性格のこと 1.76 (1.08) ＜ 2.03 ( 1.21) 2.80象学

将来のこと 1.98 (1.28) く 2.23 (1.26) 内ふ.Jつfけア本

三I』1~11' 23.50 (11.51) ＜ 25.55 (11.72) 1.98ネ

ネp<.05，村ρ＜.01.間 p<.001 

言受3 薮内緒談窓への栂談一一ズの平均舗とSD（学校段踏による f檎定結果）

I：ド学生 高校生

平均倍 (SD) 平均値 (SD) t 1ff{ 

母親とのこと 1.57 (0.84) 1.63 (0.96) 0.69 

父親とのこと 1.57 (0.85) 1.52 (0.86) 0.62 

ょうだいとのこと 1.56 (0.86) 1.47 (0.81) 1.21 

祖父母とのこと 1.53 (0.81) 1.46 (0.76) 0.96 

向性の友だちとのこと 1.83 (1.08) 1.96 (1.20) 1.31 

異？をの友だちとのこと 1.80 (1.07) 1.74 (1.00) 0.70 

地強・成結のこと 2.06 (1.22) 2.20 (1.34) 1.32 

先生のこと 1.69 (0.94) 1.58 (0.89) 1.36 

音15i古・サークルのこと 1.70 (1.02) ＜ 1.94 (1.21) 2.43ゑ

身体の調子のこと 1.60 (0.89) 1.64 (0.96) 0.54 

こころの調子のこと 1.89 (1.17) 1.87 (1.16) 0.21 

牲に誤iすること 1.67 (0.99) ＞ 1.54 (0.86) 1.71 t 
自分自身の性格のこと 1.94 (1.18) 1.87 (1.13) 0.71 

将来のこと 2.11 (1.28) 2.13 (1.28) 0.22 

合計 24.46 (11.75) 24.80 (11.52) 0.32 

t p <.10 *p <.05. 



、iとよ1Jf1r((SD) 平均f1/[(SD) '1"-JiJf1/i (SDl 

3.03 (1.2Gl r手議とのこと 2.50 ( 1.31)鎧強、成誌のこと 1.96 (1.21) 

2.62 2.93 (1.34）父誌とのこと 2.13 (1.25）将来の道路のことl.94 (1.20) 

(1.32) 2.90 (1.37) 1.88 (0.99) !'I；｝自身の性揺のこと 1.78 ( 1.10) 

(1.28) 2.88 (1.34) 1.63 (0.92) (lβ3) 

/fi]t!J:々の友だちとのこと 2.38 (1.20) ( l.27) /ii]tミジ）}j_だちとのこと 1β3 (0.92）心の：i夫怒るうこと 1.71 ( 1.011) 

安打誌の主だちとのこと 2.29 ( 1.15) ( 1.39) YMtO)友だちとのこと 1.63 to.92 ）話ili ペト…タんのこと Hi~） (1β2) 

地強、 2.37 (1.16）塑強、成誌のこと 1.63 (0.92) 1.68 (0.98) 

先生とのこと 2.14 (1.24) (1.12）先生との〕と 1.63 (0.92）先生とのこと 1.56 (0.86) 

長i；話・サークルのこと 1.95 (1.02）部活・サ…クんのこと 2.20 (1.09）部Jrli•÷トータルのこと 1.38 (0.74）身詳の調子のこと (0.83) 

身体の調子のこと1.86 (1.01)身体の調子のこと2.20 (1.22）身体の調子のこと1.38 (().74) '111:tこi期する）と 1.51 (0.85) 

心の状態のこと 1.81 (0.93）心のj支f議のこと 2.18 ( 1.17）心の：i走態のこと 1.38 (0.74) /:J：裁とのこと 1.50 (0ぷ］）

将司ニHHすること l.81 (0.93）れに関すること 2.18 (1.19）仕に関すること 1.38 (0.7引きょうだいとのこと 1.46 (0.80) 

!'Jjj'['.j身の性誌のこと 1.76 (0.89) f11HI身の註誌のこと 1.85 (1.00）存分i'I身のtit絡のこと 1.38 (0.74) 1.46 (0.76) 

将来のj1出品のこと1.75 (0.91）将来の進路のこと1.82 (0.98）将来の進路のこと1.38 (0.74）凱父母とのこと (().74) 

三菱5 校内招談窓へのニ…スcと適応接との相関（Pearsoη）

つ 3 

1キll誌良へのニ…

2 ；；蕗応（学官） .04 

3；；喜！よ；（社会） .05 .28家家＊

4適応（進路） .12＊ネ 、.47特場 .31科卒

5適応（f<l!Mil -.17料＊ .16料ネ .19林容 .1:-l特

6適応（心理！） ヘ26象ネキ .16ネネ移 .18ネネ家 .10家 .63科事

ネp<.05. 料 ρ＜.01.場料ρ＜.001



これま つ り、 こと めて ？こむ 2それぞれ

から ら いれたうえで、 げていく c叩沖 る。しかしながら、

れているとはい な

い。謝至正1と 2の結果 こと な いく

いて検討したい。

的

と

2ジ〉

f:.o このことから、

と いからではなく、持ら

し

ょう

：欠に、

された。

る ったが、調

したいとい

う気持ちがあったにもかかわら

る生徒が、家庭や家族に関する悩みを抱えているhJfjg牲を考慮しておく必、要性があると思

われたむ

このように、

すること

なく、実践から

ことができることも示されだといえよう c

させていなかったが、本研究では、ニ

とができた点に、独自性があると忠われる。

るのでは

(2004）では、一

じるこ

られるむ

きれると思われるむ

かつ

いるため、

スクールカウンセう

していくことで、

"' 

クールカウンセラーへのニーズと

ること治宝できるだろう。 入れて

いない点があげられる。

－松井、 1998）。

以上のよう

どものメンタルヘルスと関係することが明らかにされている

ることが望まれるむ

り組んでいくことで、校内相談窓の運営だけでなく

とっ る ること になるだろう。
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